
【指導の具体】

令和7年度　高山市立宮中学校　経営構想
◎高山市立学校教育の方針と重点

【方針】未来社会を創造する資質・能力を身に付け、学び続ける子の育成

【授業・活動のキーワード】主体的・対話的で深い学び ～対話から議論へ～

一人ひとりの「あこがれ」「やりがい」「できること」を踏まえ

◎「対話から議論へ」の授業づくり

・「何がどこまでできているか」等と

生徒の学習状況把握および分析

・自分で選択できる場の設定

・多様な教材教具の活用

・情報収集能力の向上

（ICT活用、各種資料利用）

◎願いをもち、実現に向けて自ら考え、行動

する生活づくり

・「なりたい自分」づくりに向けた継続支

援（行事、生徒会等とのつながり）

・生徒自身による質の高い生徒会運営

・生徒の願いの尊重、伝統の継承と発展

・５年後、１０年後の姿の創造

◎互いのよさ、価値観の違いを受け入れ、尊重

できる関係づくり

・スマイルボックスの充実

・縦割り活動

◎対話を大切にした積極的生徒支援

・スマイルサポーターからの声かけ

・スピード感のあるいじめ対応・情報共有

・校内支援センターでの丁寧な対応

◎仲間と学ぶスキルの向上

・相手の意見をきちんと受け止める力

・対話により自分の考えを深め、広め

る力⇒プレゼン能力の育成

◎特別の教科「道徳」の充実

・物事を多面的多角的に考える力

・人との交流、体験を通して自分自身

の意識の変容を自覚する力

◎「にじ色」とつながり

・仲間であるという意識の維持と行動の

模索

◎保小中の計画的な交流

・リーダー会（小）と生徒会の連携

・計画的な特別支援学級交流

◎まちづくりへの積極的参画

・行事、イベントへの提案型参加

・体験、奉仕活動への積極的参加

◎地域と連携した一之宮学の推進

・地域の方と生徒個々とのつながり方

の構築

・豊富な地域の財産の活用

・実行性とリンクした地域防災学習

◎家庭との連携

・眠育の推進（変容の分析・共有）

・家庭内での対話の促進

一人ひとりが「自分に合った学び方」を

身に付けるために

一人一人のよさや違いを理解し、「安心感

のある生活」を創り出すために

自分が学校生活を送る「にじ色」という環

境の中で、自分の生き方を見つけるために

「自分で目標を設定し、振り返り、

責任をもって行動する生徒」を育むために

「仲間との関わりを通して一人一人のよさや個性を理解し、

お互いを尊重して行動する生徒」を育むために

「地域の方々と学び、ものの見方や考え方を広げ、

自分の生き方を見つめる生徒」を育むために

自主

友愛

一之宮愛

地域の個性
〇コミュニティスクール

「地域と共にある学校」「保小中の連携の強さ」

宮中学校 本校 学びの多様化教室

にじ色
学習指導部会 生活指導部会

「チーム宮中」の指導の構え

・本校６７人、にじ色１５人。全校生徒８２人を全職員で見守り、育てる。

・とにかく“やってみる”。ダメなら“やめる”。

・自分で、自分たちで「求めさせる」「考えさせる」「こたえを出させる」

という営みに徹する。

・子どもだからこそ、“子ども扱いしすぎない”

◎自己実現へのプロセスづくり

・「自分で決める」を尊重したサポート体制

・一人ひとりのペースやタイミングを見極め

ながらの支援

・環境を整えることによる、選択肢の増加

・「やりがい」を大切にし、その子が「でき

ること」に対する見届けおよび励まし

◎自分たちの居場所を自分たちで成立させ

る力の育成

・周りの仲間や支える人たちを受け入れる

ことや、支え合って生活することの楽し

さ、辛さ等をを学ばせるための計画的な

支援

⇒教えるべきことは教える、積極的に体験

させ・感じさせ・考えさせる

◎夢と希望を切らさないための支援・援助

・それぞれの活動の出口の見通し

・進路実現への丁寧な説明、働きかけ、

意欲づけ、見届け、励まし

・個別の支援計画による保護者との連携、

および進路先との情報共有

【学校の教育目標】

磨く
～自主 友愛 一之宮愛～

本校の生徒の「強み・弱み」
強み…「地域で育まれた素直さ・誠実さ、明るさ」

「郷土愛の強さ」「やさしさ」

弱み…「学力の個人差」「レジリエンスの低さ」

※発展途上：「発想力の豊かさ」

にじ色の生徒の「強み・弱み」
強み…「にじ色で学ぶのだ」という覚悟

個性の豊かさ

弱み…「不安」「迷い」「自信がもてない」

【宮小・中で育てたい資質能力】

対話を工夫しながら、

自分の考えを深める力

「つなぐ」【資質能力を高めるために、生徒・教職員が大切にする言葉】

〇豊富な地域の財産（自然・文化・産業）

「位山、臥龍桜、水無神社、巨石群、宮笠、

モンデウススキー場、みややん 等」

【R７年度の重点課題】

□「キャリア教育」の展開
・「対話から議論へ」の“授業づくり”
・豊富な地域の財産を生かした郷土教育の推進

□「本校」と「にじ色」の融合（教職員間・生徒間）
・子どもたち一人一人の“居場所づくり”
・縦割り活動を生かした“人間関係力づくり”

支え合い、磨き合う「チーム宮中」

・本校とにじ色の日常的な連携

・声を掛け合う集団、そして鍛え合う集団

・教頭を核とした「働き方改革」と「日常的なコン

プライアンス研修」

・部活動地域展開にかかる各機関との連絡、確認


